
・鉄道：ＪＲ呉線 ・航路：大崎上島～大崎下島行，大久野島～大三島行
・４条バス路線：芸陽バス ５系統数（内高速バス 1系統数）
・乗合タクシー（広島空港行き含む）：安全タクシー
・福祉移送サービス：福祉バス，福祉タクシー（市内全域）
・高齢化率38％

 人口 2.6万人（平成31年1月現在）
 面積 118平方キロメートル

※最新の国勢調査の値としてください。

フェリー・高速船
ＪＲ呉線
高速バスかぐや姫号
路線バス
広島空港行き乗合タクシー
福祉バス

地域公共交通の現状

竹原市の概要

具体的な課題・問題点

地域公共交通の現況

・市民等のおでかけニーズに対応できておらず利便性が低下。
・公共交通の利用環境（バス停・乗継・運行情報案内等）の改善が必要。
・市中心部や観光スポット等の回遊行動への支援が不足。
・高齢化等による交通弱者への対応が不十分。
・公共交通を利用することに抵抗があり，利用者が減少。
・車中心の生活が定着しており，公共交通に対する意識が低下。

・地域公共交通網の改善メニューの関係機関へのヒアリング調査
・改善メニューの実現性調査（市民・利用者アンケート等）
・竹原市地域公共交通会議の開催
・竹原市地域公共交通網形成計画の作成

調査事業の実施

調査事業の概要

竹原市地域公共交通会議の構成員

広島県 竹原市 芸陽バス㈱ ㈱安全タクシー ㈲吉名交通 JR
大崎汽船㈱ 山陽商船㈱ 住民代表 各種団体代表 竹原商工会議所
学識経験者 中国運輸局 竹原警察署 竹原社会福祉協議会

平成３０年度 地域公共交通確保維持改善事業 事業評価
竹原市地域公共交通会議 （計画策定事業）の概要

添 付 資 料 ２



調査事業の結果の概要

地域住民の意見の反映協議会における検討

地域公共交通網形成計画等の計画策定
に向けた方針等

協議会の開催状況（予定） ２回開催

・第１回（２月下旬）
地域公共交通の役割及び取組の方向
性等の整理

・第２回（３月下旬）
地域公共交通の改善の実現性の検討
事業評価について

・本年度２月に市内1,000世帯を対象に
アンケート調査（郵送）及び，公共交
通利用者900人を対象にアンケート調
査（直接配布）等を実施する予定。

事業実施の適切性

・関係機関にヒアリング調査を行い，改善策の実現性の検討を行う。【実施中】

・市民，地域公共交通利用者にアンケートを実施し，具体的な改善策の検討を行う予定。【予定】

・事業が計画通り適切に実施された。

・地域公共交通網形成計画策定に必要
な調査ができた。



地域公共交通網形成計画等の計画策定
に向けた方針等



地域公共交通網形成計画等の計画策定
に向けた方針等


